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八
高
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〜
チ
ェ
ン
ジ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ら
〜 

 

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
ク
リ
ー
ン
作
戦 

７
月
１８
日
（
月
）
八
鹿
夏
祭
り
の
翌
日
、

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
、
但
馬
農
高
・
地

域
の
方
と
協
力
し
て
祭
り
の
後
の
河
川
・
道

路
・
バ
ス
停
等
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
八
鹿
高
校
生
は
、

１８

の
部
活
動
の
生

徒
約
３３０
人
が
参
加
、

６
つ
の
班
に
分
か
れ

て
花
火
打
上
場
・
河

川
敷
・
道
路
な
ど
の

清
掃
活
動
を
行
い
、

約
１
時
間
半
の
活
動

で
ゴ
ミ
袋
約
３
０
袋

分
を
集
め
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
別
懇
談
会 

 

７
月
２８
日(

木)

・
２９
日(

金)

、
八
鹿
会
場

と
和
田
山
会
場
で
地
区
別
懇
談
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
進
路
指
導
部

と
生
徒
指
導
部
か
ら

の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
４
つ
の
分
散
会

に
分
か
れ
て
、
携
帯

電
話
の
利
用
や
部
活

動
と
学
習
の
両
立
な

ど
、
活
発
な
意
見
交

換
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典 

 

但
馬
文
教
府
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
青
少
年
の

た
め
の
科
学
の
祭
典
」
に
本
校
自
然
科
学
コ
ー

ス
の
１
年
生
と
自
然
科
学
部
が
参
加
、
６
つ
の

テ
ー
マ
◎
液
体

窒
素
〜
マ
イ
ナ

ス
196
度
の
世
界

〜
◎
手
作
り
ホ

バ
ー
ク
ラ
フ
ト

に
乗
っ
て
み
よ
う
◎
エ
イ
ム
ズ
の
部
屋
◎
浮

沈
子
で
遊
ぼ
う
◎
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
を
作

ろ
う
◎
胃
薬
で
水
あ
め
、
に
つ
い
て
の
研
究
成

果
を
子
ど
も
た
ち
に
説
明
し
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験(

八
鹿
病
院)  

 

８
月
２
日(
火)

・
３
日(

水)

、
「
簡
単
な
看

護
を
体
験
し
、
患
者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
看
護
す
る
こ
と
、
世
話
を
す
る
こ
と
、
助

け
合
う
こ
と
に
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と

も
に
、
将
来
の
職
業
選
択
を
考
え
る
上
で
の
一

助
と
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
看
護
体
験
が
実
施

さ
れ
本
校
か
ら
は
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
関
係
・

検
査
技
師
・
薬
剤
師
・
放
射
線
技
師
の
分
野
で

２
日
間
合
計
５４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

《
感
想
文
か
ら
》 

「
看
護
師
の
仕
事
は
点
滴
、
血
圧
測
定
と
か
だ

け
だ
と
お
も
っ
て
い
た
け
れ
ど
体
を
洗
っ
た

り
、
口
腔
ケ
ア
を
し
た
り
身
の
回
り
の
お
世
話

を
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
と
接
す
る
仕

事
な
の
で
作
業
に

も
集
中
し
な
い
と

い
け
な
い
け
ど
同

時
に
患
者
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
す
ご
く
大
切
な

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。・
・
・
・
・
」 

(

２
年
女
子)

  

「
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
薬
剤
師
の
仕
事
が

思
っ
て
い
た
よ
り
幅
広
か
っ
た
こ
と
で
す
。
薬

を
調
合
し
て
い
る
だ
け
か
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
実
際
は
病
院
の
内
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
。
初
め
て

聞
い
た
の
が
、「
サ
テ
ラ

イ

ト

薬

局

」

で

す
。・
・
・
・
・
若
い
薬

剤
師
さ
ん
と
か
の
話
を

聞
け
た
り
し
た
の
で
、

将
来
を
考
え
る
良
い
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
」(

１
年
女
子)

  

オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

８
月
１９
日(

金)

、
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
、
南
但
馬
地
区
の
１０
の
中
学

校
か
ら
３０５
人
の
中
学
生
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
生
徒
自
治
会
に

よ
る
学
校
説
明
、
自

然
科
学
コ
ー
ス
代
表

に
よ
る
コ
ー
ス
説
明
、

吹
奏
楽
部
・
放
送

部
・
音
楽
部
に
よ
る

歓
迎
発
表
、
学
校
か

ら
の
入
試
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
各
自
部

活
動
見
学
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。 

頑
張
る
生
徒
・活
動
の
成
果 

 

○
特
養
妙
見
荘
に
て
茶

道
部
主
催
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
茶
会
を
行
い
ま
し
た
。

約
８０

名
の
方
々
に
呈
茶

を
し
会
話
や
唱
歌
の
合
唱

を
し
て
交
流
を
深
め
、
部

員
は
貴
重
な
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

○
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー
・
過
日
、
医
師
を
目
指
す

高
校
生
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
（
養
父
市
健

康
福
祉
部
主
催
）
が
公
立
八
鹿
病
院
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
５
名
の
生

徒
が
参
加
し
、
現
場
の
医
師
の
お
話
し
を
聞
い

た
り
、
病
院
の
施
設
見
学

を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

生
徒
は
異
口
同
音
に
「
医

師
と
し
て
の
使
命
感
に

心
を
打
た
れ
た
。
」
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。
今
後
と

も
八
鹿
高
校
の
卒
業
生

が
地
元
医
療
を
担
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
和
田
山
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会 

ダ
ブ
ル
ス
優
勝(

渡
邊
さ
ん
・
大

本
さ
ん)

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
朝
来
市

長
杯
優
勝
○
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
全
但
高

等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
２
年
ダ
ブ
ル

ス
大
会
優
勝(

田
中
君
・
梶
原
君)

○
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
平
成
２３
年
度
選
抜
優
勝

大
会
但
馬
地
区
予
選
第
３
位
○
音
楽
部 

・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
兵
庫
県
大

会
銀
賞
・
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞(

関
西
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
出
場)

○
吹
奏
楽
部
・
第
５８
回

兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
但
馬
地
区
大
会

金
賞
○
野
球
部 

・
平
成
２３
年
度
秋
季
兵
庫

県
大
会
但
馬
地
区
予
選
第
２
位 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

 

▽
９
月
５
日(

月)

〜
７
日(

水)

八
高
祭
を
行
い

ま
す
。 【９月の主な行事予定】 

9/1 始業式 体育祭予行 

5 八高祭(文化祭第 1日) 

6   〃 (文化祭第 2日) 

7   〃 (体育祭) 

9  推薦入試ガイダンス(理系) 

12  指定校推薦公募 

13  推薦入試ガイダンス(文系) 

14 センター試験出願説明会 

 16  就職試験開始 

 22  教育相談  

教育課程保護者説明会 

 29  推薦入試模擬面接開始 


